
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

壺避EL自団測動塗」L_旦盛奎』L塗二
=立

」Lコ曇』幽塗

1 事業の成果

令和 4年度は、コロナ禍で人的交流が制限される中、ホームページや SNSを通じてヘルプマークに関

する正しい知識、外見からは分からない不自由に関する情報について啓発・広報する活動を行った。その

結果、一般の人々の間で認知度、問題意識が更に高まり、ヘルプマーク携帯者からは生活の中で周囲から

暖かな配慮をしてもらえ、心のパリアフリーが社会へ浸透していると感じたたという声が寄せられた。

又、ヘルプマークを携帯することにより、外出時の安心を感じるという声も多くなった。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 47 】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)

疋ぶ に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

党盃
対象者
範囲

党盃
対象者
人数

事業費
(千円)

ヘルプマーク
を必要とする
人々への支援
事業

ヘルプマークの受取場所
など、各種問合せに対す
る情報提供

随時
事務所

街頭
5人

必要者

一般市民
450人 0

紙媒体
媒体に
報事業

、電子
よる広

ホームページや SNSな
どによる広報事業 随時 事務所 3人

必要者

一般市民
2000人 47

ヘルプマーク
普及啓発団体
等に対するサ
ー ビス提供事
業

ヘルプマーク普及啓発団
体等に対する相談窓日の
開設

通年
事務所

街頭
4人

必要者

一般市民
800人 0

載記
た
名

に
れ
業

歌
さ
事

疋
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

物品販売事業

広告掲載事業



書式第 14号 (法第 28条関係 )

令和4年度 活動計算書 (その他事業が当..登場合)

事 業 報 告 用

職14立 :円 |

科目
金  額 小計・合計 金  額 小計・合計

合計

2

受取補助金

受取利息

受取寄附金
施設等受入評価益

物品販売事業収益
広告掲載事業収益

0
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減価償却費
印刷製本費
広告宣伝費

消耗品費
費
費
　
費
費
料

燻
轟
霜
蛹
嗣
報

通
信
代
費
価
払

水
通
地
旅
減
支

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

1】 ,7Z3 11,723

11.7 11.71

Ii‖:L 58.
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受取雪質
正会員受取会費
準会員受取会費
替 助 会 晨 辱 壺 全 書
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本ヘルプマーク普及啓発協会

単位 :円 |

科 目 金 輌 ′」ヽ警[・

2

現金預金
未収金

棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア
借地権

敷金
長期貸付金
繰延資産 (設立費)
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Ｑ
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【A】 資 産 合 計 ①+② 53.359

54,304
0

未払金

預 り金

長期借入金
退職給付引当金

DI.30」

54.30`

27,728
▲ 28.673

▲ 04

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 53,359
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重要な会計方針
計算書類の作成は、

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

令和4年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本ヘルプマーク普及啓発協会

によっています。
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ヘルプマー クを必要
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事 業
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I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費
人件費計

(2)その他経費
会議費
旅費交通費
減価償却費
印刷製本費
広告宣伝費
議会費
消耗品費
支払手数料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

内容 金 額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は 945 円ですが、そのうち 0 円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は 945 円です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法
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有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

△ 曇■
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当期返済 期末残高科 日 期首残高
54.30454,304

合計

科 目
計算書類に

計上 された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引
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活動計算書計

(貸借対照表)

(借入先 : )

入 金
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その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第28条関係)

令和4年度 財産目録

事 業 報 告 用

立 :円
● ■ 」ヽ lHト 掛

∫】

現金預金
手元現金
みずほ銀行普通預金

0
53,359

53,359
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ソフトウェア

敷金

0
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0
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【A】 資 産 合 計 ①+② 53,359

ll -1】 量 優 0■

未払金

0
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■ 債 合 計  ・ ・
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③

長期借入金
借入先 ▲ 54,304
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【B-1】 負 債 合 計 ③+④ ▲ 54,304

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 ▲ 945
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和4年度年間役員名簿 J肥蹴攪認F撃淵r呉輩慶詔,ξ琳輝薦督諾I鷲軍並

饉i庭:』:壁:五!堕!垂1蛙墨!L_」[韮:昼

`範

L:∠ヱ
=2_査

丞啓量:協塵■

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1

ノ´‥｀ヽ

理ヽノ・監事

ツチヤ フミコ

土屋 文子

ヤマカ アケミ

山加 朱美

令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年  月  日

2

⌒

理ヽノ。監事
タマキ テツロウ 令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年  月  日玉置 哲朗

3

⌒

、墨ヲ・監事
ヤマダ ミツコ 令和4年 4月  1日

令和5年  3月  31日

年 月

月

日

日年山田 光子

4
ノ

~́｀
ヽ

堅ヽジ・監事
コバヤシ モ トコ 令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年 月 日小林 元子

5

⌒

翌ヽ彦
"監

事
ヨヨザワ カオリ 令和4年 4月  1日

令和5年  3月  31日

年  月  日

年  月  日横澤 香

6

⌒

、墨ヲ・監事
コイズミ マリコ 令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年 月小泉 員理子

7

⌒

理事k退霞ジ
ナカクラ シゲオ 令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年 月 日仲倉 重郎

8

⌒

理事雄 ジ
ヨコザワ マサハル 令和4年 4月  1日

3月  31日令和5年

年  月  日

年  月  日横澤 正晴

9 監 事

キムラ ヒデキ 令和5年  3月  2日

令和5年  3月  31日

年  月  日

年  月  日木村 秀貴



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和5年3月 31日 現在

特定非営利活動法人日本ヘルプマーク普及啓発協会

氏   名

1 土屋文子 (山加朱美)

2 山田光子

3 松田康将

4 木村 秀貴

5 小林元子

6 安井マサエ

7 横澤香

8 小泉員理子

Ｑ

） 土屋貴明

10 河合秀希

11

12


